
金
調
印
古
蹟
志
巻
三
十

の
下
邸
の
地
に
居
住
せ
し
事
知
ら
れ
り
。

O
富
閏
越
後
守
家
士
武
功
偉
略

三
州
志
槌
議
徐
考
に
一
宮
ふ
。
元
和
元
年
五
月
七
日
嬬
州
大
坂
城
陥

る
。
此
の
時
岡
山
口
に
於
て
槍
功
あ
る
輩
云
々
。
富
岡
越
後
守
家
士

三
人
大
脇
六
左
衛
門
・
俣
野
六
兵
衛
・
藤
村
忠
左
衛
門
.
首
を
も
獲
て

首
尾
相
整
ひ
、
貧
血
骨
衣
服
銀
子
を
藩
侯
よ
り
賜
は
る
左
り
。
自
注
に

一
武
ふ
。
犬
脇
六
右
衛
門
世
本
西
脇
義
兵
衛
に
作
る
は
非
也
。
西
脇
義

兵
衛
と
一
疋
ふ
者
停
来
た
し
。
大
脇
は
此
の
時
未
だ
三
十
郎
と
て
、
越

後
守
の
小
姓
た
る
が
、
未
だ
幼
少
・
な
る
故
障
屋
に
残
し
置
き
け
る

を
、
三
十
郎
無
念
に
思
ひ
.
縞
に
陣
屋
を
忍
び
出
で
、
越
後
守
が
攻

口
を
噂
ぬ
る
に
知
れ
宇
。
因
り
て
暫
く
材
木
の
積
み
あ
る
上
に
登
り

居
け
る
に
、
敵
の
勇
士
一
人
大
勢
を
斬
り
た
て
来
る
。
三
十
郎
之
を

見
て
、
飛
下
り
て
彼
の
者
の
首
を
打
落
す
。
此
廃
を
折
し
も
台
徳
君

通
行
し
給
う
て
‘
働
き
の
健
を
見
給
ひ
、
何
者
ぞ
と
尋
ね
さ
せ
ら
る

L
ゆ
ゑ
、
有
髄
に
姓
名
等
を
申
上
ぐ
る
。
御
感
有
り
て
、
人
を
刷
へ

さ
せ
ら
れ
、
越
後
守
の
陣
所
へ
滋
ら
せ
ら
る
。
然
れ
ど
も
越
後
守
申

付
く
る
命
を
背
き
出
づ
る
故
に
、
敢
て
之
を
賞
す
る
事
無
か
り
し

に
、
後
台
徳
公
よ
り
吾
が
微
妙
公
へ
御
噂
に
付
、
微
妙
公
道
て
召
出

合

右
本
替
、
印
ち
今
五
郎
兵
衛
家
に
あ
り
。
藤
村
忠
左
衛
門
は
五
郎
兵

衛
の
組
に
て
‘
越
後
守
方
に
て
四
百
石
を
秩
す
。
此
の
度
の
功
に
よ

り
、
寛
永
十
九
年
に
即
ち
四
百
石
を
賜
は
り
‘
直
参
に
被
=
召
出
-
也
。

以
上
越
後
守
家
士
三
人
共
.
各
銀
一
枚
・
雄
子
二
つ
宛
賜
v
之
。
此
外

越
後
守
自
分
出
棋
士
二
百
石
、
水
谷
四
郎
兵
衛
越
後
守
に
庖
従
し
‘
敵

一
騎
討
取
、
共
身
も
創
を
被
り
、
平
愈
せ
宇
し
て
死
す
。
此
の
子
四

郎
兵
衛
正
保
二
年
奥
カ
に
被
昌
召
出
一
末
孫
孫
丞
元
文
五
年
断
絶
す
。

と
あ
り
。

。
富
田
氏
家
士
俣
野
六
兵
衛
偉
鼠

事
保
紀
聞
に
一
式
ふ
。
富
岡
越
後
の
家
来
俣
野
六
兵
衛
と
云
ふ
者
、
大

坂
夏
陣
の
時
分
、
越
後
の
供
を
し
て
出
た
り
し
に
、
馬
を
不
v
持
。
如

グ

何
せ
ん
と
思
ひ
た
が
ら
.
松
任
ま
で
歩
み
行
き
‘
夏
の
水
と
一
宮
ふ
蕗

に
至
る
時
、
い
づ
く
と
も
注
〈
野
髪
た
る
特
毛
の
馬
‘
鞍
置
き
た
る

が
放
れ
来
る
。
主
は
知
ら
ね
ど
も
‘
よ
し
ゃ
答
め
ん
時
と
そ
返
さ
め

と
て
、
共
馬
に
打
乗
り
、
絡
に
大
坂
に
至
り
、
此
馬
に
乗
出
で
た
り
。

或
時
此
馬
強
く
た
ち
、
ひ
い
て
行
く
程
K
.
引
留
め
ん
/
¥
と
す
る

内
に
小
坂
越
え
て
馬
し
づ
ま
る
。
そ
と
に
て
あ
た
り
を
見
れ
ば
‘
手

負
た
る
敵
一
入
居
た
り
。
共
健
首
を
取
り
て
飾
る
。
扱
脇
陣
の
時
も
、

金
滞
古
賦
志
巻
三
十

凶

さ
れ
た
る
事
混
見
摘
潟
に
も
委
く
記
す
。
共
の
後
三
十
郎
名
を
六
左

衛
門
と
改
む
。
卸
ち
今
の
六
郎
左
衛
門
の
組
也
。
又
俣
野
六
兵
衛
が
末

孫
は
、
本
組
興
カ
茂
子
文
化
二
年
四
月
飢
心
自
殺
し
、
自
然
断
絶
す
。

。
富
田
氏
家
士
藤
村
忠
左
衛
門
億
話

藤
村
忠
左
衛
門
に
は
、
元
和
六
年
六
月
廿
七
日
武
者
奉
行
水
野
内
匠

皇
成
ょ
b
の
来
札
あ
り
。
共
文
に
云
ふ
。

一
番
令
=
律
上
-
候
。
今
度
大
坂
七
日
之
御
合
践
に
付
て
‘
何
れ
も
被
v

成
=
御
穿
盤
候
-
路
、
富
田
下
野
殿
内
へ
首
数
合
て
十
九
番
り
候
内
、
二

つ
も
ぎ
付
、
一
つ
は
岡
山
に
て
は
や
く
御
手
前
御
座
候
に
付
て
、
御

褒
美
と
し

τ銀
子
・
御
惟
子
・
皐
物
被
v
池
候
。
殿
様
御
意
に
は
)
御
見

参
に
い
ら
せ
ら
れ
、
御
磁
可
ト
被
ν
成
候
得
共
‘
明
後
日
御
上
洛
に
付

て
、
御
褒
美
許
被
v
建
候
。
我
等
も
御
意
之
趨
可
a
申
入
-
候
得
共
、
明

後
日
之
御
供
い
た
し
候
問
、
不
v
能
=
共
俄
-
候
。
目
出
度
御
仕
合
其
加

に
御
叶
候
。
頓
て
罷
蹄
可
=
申
入
-
候
。
然
ぽ
初
め
の
御
陣
大
坂
し
よ
り

の
時
も
.
越
後
殿
よ
り
御
褒
美
御
取
候
由
承
候
。
蹴
御
乎
柄
に
て
候
。

恐
憧
謹
言
。

六
月
廿
七
日

水
野
内
匠
旦
成

申j

藤

村

忠

左

様

，

b
-
.

・
Jar--門

H
H

加
州
ま
で
此
馬
に
乗
り
て
勝
れ
ど
も
、
絡
に
答
む
る
者
も
な
し
。
然

る
廃
に
、
最
前
衆
り
し
夏
の
水
の
あ
た
り
に
て
.
俄
に
馬
狂
ひ
出
で
、

六
兵
衡
を
は
ね
落
し
.
何
地
と
も
友
〈
駈
行
き
失
せ
に
け
り
。
御
岩

城
の
後
‘
六
兵
衛
儀
右
の
手
柄
に
て
御
褒
美
K
預
り
、
越
後
も
取
立

て
興
力
に
す
る
と
也
。
六
兵
衛
常
々
一
脚
明
を
ぽ
信
仰
仕
た
り
。
共
加

護
に
て
今
度
も
仕
合
よ
く
、
有
難
き
事
也
と
て
‘
事
一
年
に
や
暇
を
申

締
け
、
伊
勢
へ
参
宮
い
た
し
‘
御
師
の
元
へ
渚
し
、
宮
参
り
を
仕
け

る
に
‘
去
年
五
月
御
師
よ
り
馳
走
の
矯
め
‘
馬
を
引
出
し
け
る
底
、

い
つ
も
左
ら
宇
狂
ひ
出
で
、
口
取
を
放
れ
何
方
へ
駈
行
き
け
る
か
、

埼
候
へ
ど
も
其
行
衛
不
v
知
践
、
六
月
頃
に
至
り
、
鞍
・
皆
具
も
と
の

如
く
に
て
立
蹄
り
候
と
語
る
。
そ
と
に
て
六
兵
衛
始
絡
の
物
語
を
仕

り
け
れ
ば
、
御
師
も
手
を
打
ち
.
疑
ひ
も
た
き
紳
明
の
御
加
穫
に
候

と
て
、
甚
だ
隼
敬
せ
し
と
也
。
紳
明
の
奇
特
古
今
珍
し
か
ら
宇
。
と

い
へ
り
。
按
守
る
に
、
右
乗
馬
の
事
は
茜
だ
怪
談
の
如
く
聞
ゆ
れ
ど
.

紳
馬
の
奇
特
は
い
と
上
古
よ
り
あ
り
け
ん
。
日
本
紀
雄
略
天
皇
の
傘

に
も
、
九
年
秋
七
月
壬
辰
朔

d

河
内
園
言
。
飛
鳥
戸
郡
人
間
漣
史
伯
孫

女
者
。
古
市
都
人
容
首
加
寵
之
妻
也
。
伯
孫
閲
-
-
女
産
ロ
見
。
往
賀
a
聾・家↓

市
月
夜
還
於
匙
菓
丘
春
田
陵
下
一
挙
騎
昌
赤
駿
-
者
，
共
馬
時
灘
略
而

五




